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１．2026年５月期第３四半期の連結業績（2025年６月１日～2026年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 120,824 △2.5 △3,375 － △3,379 － △2,668 －

2025年５月期第３四半期 123,887 △18.8 △4,939 － △5,256 － △3,973 －
(注) 包括利益 2026年５月期第３四半期 △2,732百万円( －％) 2025年５月期第３四半期 △3,976百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第３四半期 △92.05 －

2025年５月期第３四半期 △137.08 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 97,475 25,880 26.5

2025年５月期 92,302 34,275 37.1
(参考) 自己資本 2026年５月期第３四半期 25,851百万円 2025年５月期 34,246百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 0.00 － 195.00 195.00

2026年５月期 － 0.00 －

2026年５月期(予想) 125.00 125.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2026年５月期の連結業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 209,000 4.1 4,700 14.3 4,300 13.5 1,350 △8.7 46.57
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年５月期３Ｑ 29,455,800株 2025年５月期 29,455,800株

② 期末自己株式数 2026年５月期３Ｑ 467,642株 2025年５月期 467,592株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期３Ｑ 28,988,180株 2025年５月期３Ｑ 28,988,208株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づき作成して

おります。実際の業績は、今後経済情勢・競合状況・為替・金利の変動等にかかわるリスクや不安定要
素により予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる事項については、[添付資
料]４ページ[連結業績予想などの将来予測情報に関する説明]をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の通商政策の影響が一部の産業にみられるものの、雇用・所

得環境の改善を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移しました。個人消費は持ち直しの動きがみられ、設備投資も緩

やかな回復が続きました。一方で、住宅建設はやや軟調に推移したほか、企業収益には一部で足踏みの動きもみられま

した。また、物価上昇の影響や世界経済の動向、金融資本市場の変動など、景気の下振れ要因には引き続き留意が必要

な状況となっております。

当社グループの属する国内住宅業界は、住宅取得環境の変化や建築コストの上昇等の影響を背景に、新設住宅着工戸

数は弱含みで推移しました。また、資材価格や人件費の上昇などによる建築コストの高止まりに加え、2025年12月の利

上げを受けた住宅ローン金利動向への関心の高まりなどもあり、住宅取得に対する消費者マインドは慎重な状況が続き

ました。

このような事業環境の中で当社グループにおきましては、注文住宅・戸建分譲・リフォーム・不動産の４つの事業の

柱を中心に成長する、2022年５月期よりスタートした５ヵ年計画「タマステップ2026」の中で、早期受注・早期着工・

早期売上を目標に掲げ、事業拡大、企業価値向上に取り組んでまいりました。そして、地域特性に合わせた販売戦略を

策定・実施するとともに、変化するお客様の価値観・行動様式に柔軟に対応していくことで、中核事業である注文住宅

事業の収益基盤をより一層強化するとともに、各事業において収益力の向上に努めました。

各事業の概略は以下のとおりです。

（住宅事業）

住宅事業においては、当第３四半期連結累計期間の新規出店はなく、営業拠点は237ヶ所となりました。注文住宅の引

渡棟数は3,044棟と前年同期比で7.2%減少しました。

注文住宅事業については、展示場集客施策の見直しにより前年同期比で来場者数は減少したものの、購買意欲の高い

顧客へのアプローチ強化により成約率は向上し、受注は底堅く推移しました。また、新たな集客チャネルとして参画を

開始した紹介カウンター経由の受注数は増加傾向となっております。そのほか、引き続き営業人員の採用強化、オーナ

ー様や協力業者様等を対象とした紹介施策の活用、資料請求からの来場予約の獲得強化に取り組みました。さらに、地

域特性に応じた販売戦略の推進、お客様のライフスタイルやご予算に寄り添った商品のラインナップの拡充を図り、販

売効率の向上に取り組みました。

リフォーム事業については、入居後10年を経過したオーナー様を中心に、保証延長を目的とした提案を推進するとと

もに、入居後15年以上のオーナー様への継続的なフォローを強化し、商談機会の創出に取り組みました。また、営業プ

ロセスの標準化や価格管理の徹底により収益性の向上に努め、安定的な利益水準の確保を図りました。一方で、物価上

昇や金利動向の影響を受け、顧客のリフォーム需要には一部慎重な姿勢もみられましたが、提案活動を継続し、需要の

取り込みを図りました。

以上の結果、当事業の売上高は81,454百万円（前年同期比6.4％減）、営業損失は6,114百万円（前年同期は営業損失

7,022百万円）となりました。
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（不動産事業）

不動産事業においては、戸建分譲事業について、当第３四半期連結累計期間の引渡棟数は906棟と前年同期比で1.3％

増加しました。在庫水準の適正化を進めた結果、完成在庫は減少し、販売効率は改善しました。戸建分譲事業の基盤と

なる用地仕入については、競争が激化する市場環境においても、地域に密着した情報収集力と迅速な意思決定により、

前年を上回るペースで順調に進捗しました。受注面においては、回転率を重視した販売方針のもと、商品競争力の強化

と販売体制の整備に取り組み、堅調に推移しました。また、売建用地の仕入においては、競合他社の積極化により競争

環境が継続していることから、引き続き採算性を重視した仕入活動を行いました。

サブリース事業については、99％台の高稼働率を維持し、安定的な賃料収入の確保に努めました。また、東京23区内

の新規受託物件獲得に向けて、案件情報の収集及び提案力の向上に取り組みましたが、当第３四半期連結累計期間の新

規受託物件はありませんでした。

オフィス区分所有権販売においては、投資需要を背景に販売活動を推進するとともに、早期保有物件の販売及び新規

案件の獲得に努めました。

以上の結果、当事業の売上高は34,698百万円（前年同期比7.6％増）、営業利益は1,916百万円（同63.4％増）となり

ました。

（金融事業）

金融事業においては、当社で住宅を購入されるお客様への保険販売及びフラット35の利用促進に取り組みました。住

宅ローンについては、金利上昇局面における借入環境の変化を踏まえ、提携金融機関との連携強化や各種施策の実施等

により利用促進に努めました。また、保険においては、生命保険及び損害保険の販売活動の強化に加え、既存契約の更

改対応や付保率の維持・向上に取り組みました。当第３四半期連結累計期間のフラット35の利用率は、長期金利上昇等

の影響により上昇傾向で推移しました。損害保険の契約率は前年同期水準で推移しましたが、住宅事業の引渡棟数の減

少に伴い契約件数は減少しました。

以上の結果、当事業の売上高は632百万円（前年同期比0.3％減）、営業利益は99百万円（同110.3％増）となりまし

た。

（エネルギー事業）

エネルギー事業においては、福岡県大牟田市で運営するメガソーラー発電所において、九州電力株式会社による出力

制御における代理制御の仕組み導入及び天候要因等により、売電実績は、前年同期を下回りました。当事業の売上高は

586百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は178百万円（同2.9％減）となりました。

（その他事業）

その他事業においては、住宅周辺事業を中心に増収減益となり、当事業の売上高は3,452百万円（前年同期比1.0％

増）、営業利益は512百万円（同20.9％減）となりました。

以上の結果、当社グループの連結経営成績は、売上高120,824百万円（前年同期比2.5％減）となりました。利益につ

きましては営業損失3,375百万円（前年同期は営業損失4,939百万円）、経常損失3,379百万円（前年同期は経常損失

5,256百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失2,668百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失3,973

百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当社グループでは、通常、住宅事業の売上高が第４四半期に偏る傾向にあることから、相対的に第３四半期の売上高

が低くなり、また第３四半期末の受注残高が前連結会計年度末より増加する傾向があります。当第３四半期におきまし

ても、この傾向を受け、前連結会計年度末から資産・負債の主な増減は次のとおりです。

資産は、現金及び預金が12,094百万円、販売用不動産が2,181百万円減少したものの、未成工事支出金が9,299百万円、

仕掛販売用不動産が9,065百万円増加したこと等により、総資産は5,172百万円増加し97,475百万円となりました。

また負債は、支払手形・工事未払金等が2,493百万円、長期借入金が1,014百万円、未払法人税等が954百万円減少した

ものの、未成工事受入金等が16,868百万円、短期借入金が2,970百万円増加した結果、負債合計では13,567百万円増加

し、71,594百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失2,668百万円の計上、配当金の支払5,652百万円等により8,394百万円減

少し、25,880百万円となりました。この結果、自己資本比率は26.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点における2026年５月期の連結業績予想につきましては、前回発表（2026年１月13日）の連結業績予想から変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,001 18,906

受取手形 69 43

完成工事未収入金 610 332

売掛金 778 818

営業貸付金 663 227

販売用不動産 17,458 15,277

未成工事支出金 4,098 13,397

仕掛販売用不動産 10,290 19,355

その他の棚卸資産 1,211 1,147

その他 1,424 2,956

貸倒引当金 △36 △36

流動資産合計 67,570 72,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,370 8,492

機械装置及び運搬具（純額） 2,738 2,342

土地 6,360 6,360

その他（純額） 206 530

有形固定資産合計 18,676 17,725

無形固定資産 1,067 1,125

投資その他の資産

投資その他の資産 5,564 6,775

貸倒引当金 △576 △576

投資その他の資産合計 4,987 6,198

固定資産合計 24,732 25,049

資産合計 92,302 97,475
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 14,336 11,843

短期借入金 7,530 10,500

1年内返済予定の長期借入金 3,602 4,602

未払法人税等 1,091 137

未成工事受入金等 8,887 25,755

完成工事補償引当金 1,802 1,875

賞与引当金 233 640

その他 7,351 4,981

流動負債合計 44,837 60,336

固定負債

長期借入金 7,917 5,903

資産除去債務 3,251 3,232

その他 2,020 2,122

固定負債合計 13,189 11,258

負債合計 58,027 71,594

純資産の部

株主資本

資本金 4,310 4,310

資本剰余金 4,280 4,280

利益剰余金 27,229 18,908

自己株式 △1,451 △1,451

株主資本合計 34,368 26,047

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18 13

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △140 △210

その他の包括利益累計額合計 △122 △195

非支配株主持分 28 28

純資産合計 34,275 25,880

負債純資産合計 92,302 97,475
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

売上高 123,887 120,824

売上原価 93,135 91,268

売上総利益 30,751 29,555

販売費及び一般管理費 35,690 32,930

営業損失（△） △4,939 △3,375

営業外収益

受取利息 2 6

受取配当金 0 1

仕入割引 56 45

為替差益 － 94

違約金収入 121 109

持分法による投資利益 0 0

その他 69 103

営業外収益合計 250 362

営業外費用

支払利息 130 235

シンジケートローン手数料 235 5

為替差損 96 －

その他 106 126

営業外費用合計 568 366

経常損失（△） △5,256 △3,379

特別利益

固定資産売却益 5 0

投資有価証券売却益 － 0

関係会社清算益 116 －

特別利益合計 121 0

特別損失

固定資産売却損 2 0

固定資産除却損 113 71

減損損失 8 25

特別損失合計 125 97

税金等調整前四半期純損失（△） △5,260 △3,476

法人税、住民税及び事業税 438 383

法人税等調整額 △1,733 △1,200

法人税等合計 △1,294 △816

四半期純損失（△） △3,966 △2,659

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 8

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,973 △2,668
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

四半期純損失（△） △3,966 △2,659

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 △4

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △10 △71

持分法適用会社に対する持分相当額 2 2

その他の包括利益合計 △10 △73

四半期包括利益 △3,976 △2,732

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,984 △2,742

非支配株主に係る四半期包括利益 8 9
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2024年６月１日 至 2025年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

住宅
事業

不動産
事業

金融
事業

エネルギ
ー事業

計

売上高

注文住宅販売 78,185 － － － 78,185 － 78,185 － 78,185

戸建分譲販売 － 27,431 － － 27,431 － 27,431 － 27,431

リフォーム事業 7,643 － － － 7,643 － 7,643 － 7,643

マンション販売 － 1,766 － － 1,766 － 1,766 － 1,766

その他 1,154 658 632 603 3,049 3,416 6,466 － 6,466

顧客との契約から生
じる収益

86,984 29,857 632 603 118,078 3,416 121,494 － 121,494

その他の収益 － 2,391 1 － 2,392 － 2,392 － 2,392

外部顧客への
売上高

86,984 32,248 633 603 120,470 3,416 123,887 － 123,887

セグメント間の内部
売上高又は振替高

149 10 － － 159 9,288 9,448 △9,448 －

計 87,133 32,259 633 603 120,630 12,705 133,335 △9,448 123,887

セグメント利益又は
損失（△）

△7,022 1,172 47 183 △5,618 648 △4,970 31 △4,939

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、家具・インテリア事業、広告代理
業及び海外事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額31百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。
３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 2025年６月１日 至 2026年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

住宅
事業

不動産
事業

金融
事業

エネルギ
ー事業

計

売上高

注文住宅販売 73,465 － － － 73,465 － 73,465 － 73,465

戸建分譲販売 － 30,344 － － 30,344 － 30,344 － 30,344

リフォーム事業 6,988 － － － 6,988 － 6,988 － 6,988

マンション販売 － 574 － － 574 － 574 － 574

その他 1,000 1,436 624 586 3,648 3,452 7,100 － 7,100

顧客との契約から生
じる収益

81,454 32,354 624 586 115,020 3,452 118,472 － 118,472

その他の収益 － 2,343 7 － 2,351 － 2,351 － 2,351

外部顧客への
売上高

81,454 34,698 632 586 117,371 3,452 120,824 － 120,824

セグメント間の内部
売上高又は振替高

151 10 － － 162 8,040 8,202 △8,202 －

計 81,606 34,709 632 586 117,534 11,492 129,026 △8,202 120,824

セグメント利益又は
損失（△）

△6,114 1,916 99 178 △3,919 512 △3,407 32 △3,375

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、家具・インテリア事業、広告代理
業及び海外事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額32百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。
３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

減価償却費 1,848百万円 1,654百万円
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３．補足情報

（１）受注及び販売の状況（連結）

①受注

（単位：百万円）

受注 2025年５月期第３四半期 2026年５月期第３四半期 増減

セグメント 内容 棟数 金額 棟数 金額 棟数 金額

住宅事業
注文住宅 5,492 129,728 4,994 117,108 △498 △12,619

リフォーム － 8,946 － 8,747 － △198

不動産事業 その他請負 － － － － － －

合計 5,492 138,674 4,994 125,855 △498 △12,818

※解約控除前の数値を記載しております。

②販売

（単位：百万円）

売上 2025年５月期第３四半期 2026年５月期第３四半期 増減

セグメント 内容 棟数 金額 棟数 金額 棟数 金額

住宅事業 注文住宅 3,281 78,185 3,044 73,465 △237 △4,720

リフォーム － 7,643 － 6,988 － △655

その他売上 － 1,303 － 1,152 － △151

計 3,281 87,133 3,044 81,606 △237 △5,527

不動産事業 戸建分譲 894 27,431 906 30,344 12 2,912

マンション － 1,766 － 574 － △1,192

サブリース － 2,495 － 2,466 － △28

その他売上 － 565 － 1,323 － 758

計 894 32,259 906 34,709 12 2,449

金融事業 － 633 － 632 － △1

エネルギー事業 － 603 － 586 － △17

その他事業 － 12,705 － 11,492 － △1,212

調整 － △9,448 － △8,202 － 1,245

合計 4,175 123,887 3,950 120,824 △225 △3,063


